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北新在家町・南新在家町・革堂之内町

文禄四年（1595）聚楽第
および周辺の邸宅が撤去

され、新たに民家が建て

られたことにより「新

在家」の呼称が生まれ

ました。この地は本丸

北堀の北辺にあたります。革堂
こうどう

之内町は革堂（行

願寺）の寺内の民家が移転してきたことにちなみ

ます。江戸時代になると急速に町家が建ち並ぶよ

うになりました。このあたりから、一条通は平安

京一条大路から北にずれています。

泰童町・伊勢殿構町

浄福寺三世住職、
僧泰堂の名にちな

む町名があります。

浄福寺の門前町で

ある泰童町です。伊勢殿構町は聚楽

第の周囲の武家屋敷の一つ、伊勢兵

部少輔邸があったことによる町名です。浄福

寺への参道が通じています。

一条通智恵光院

智恵光院の門前に近く、天
正十五年（1587）に完成した

聚楽第本丸北堀と北の丸西

堀との交差部にあたります。

聚楽第北の丸北堀段差と検出された石垣

積まれた時代は
明らかではありま

せんが、マンショ

ンの裏手に聚楽第

北堀跡の北側段差

が残存していま

す。発掘調査で対応する南側の石垣が検出され、掘り

幅は約20ｍでした。この地は鏡石町と呼ばれ、秀吉が

禁裏へ献上した鏡石という名石に由来しています。

検出した石垣

一条通大宮

聚楽第の堀に架けられた
石橋に由来する、下石橋

南半町があります。この

地は聚楽第本丸の北堀と

東堀の交差部になり、平安宮の北東角です。

黒田如水邸宅跡

如水町には秀吉の軍
師黒田如水の邸宅が

ありました。

一条戻橋

一条戻橋の
北側親柱は、

平安京創設以

来、位置が動

いていないとされ、平安京条坊復元の定点と

されてきました。秀吉が千利休の木像を磔
は　り　つ　け

と

し、その首をさらした事でも知られます。

黒門通

豊臣秀吉の都市改造により造ら
れた通りです。北は元誓願寺通か

ら始まっていましたが、後に今出

川通まで延長されました。黒門と

は聚楽第の鉄門のことで、この通

りにあったと『京町鑑』に記されています。

元誓願寺通から晴明神社へ

誓願寺は秀吉の命により京極六角に移
されました。元誓願寺通は、その故実

に由来します。晴明神社は、平安時代

中期の陰陽師・安倍晴明を祀っています。境内には平成７年

まで使用された一条戻橋の親柱が移築復元されています。
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一条通御前

寛永絵図には、一条
通御前の北東角に現存

する黒谷浄土宗の回向

院（迎向院）が描かれ

ています。この地は平安

宮の北西角にあたり、御

前通は平安京西大宮大路

と重なります。北には北

野天満宮の森が見えます。

一条通下ノ森

一条通下ノ森あ
たりは、北野神社

の社領地でした。

大将軍八神社

大将軍八神社
は、方除け、疫

病除けの神とし

て崇敬され、平

安時代から鎌倉

時代の大将軍の

神像が多く所蔵されています。収蔵庫建設の

折に発掘調査が行なわれ、平安時代の軒瓦や

緑釉陶器などが出土しました。

一条大路西端

妙心寺北門は、
平安京一条大路

の西端に近い所

にあります。さ

らに一条通を西

に進むと平安京西京極大路と交差します。

西京極大路の西端の築地位置は、西ノ川

にあたります。一条大路の西端は花園天

授ヶ岡町です。一

条通は平安京をは

ずれ、仁和寺方面

に向かいます。

一条通の北側に沿う堀と川

一条大路の北側溝にあた
る位置で幅12ｍの大溝を

検出しました（下）。平

安京の北を限る外堀と考

えられ、平安京造営期の

運河の役割を果たした可

能性があります。花園鷹司団地内で一条大路南側溝が

検出されていますが、一条大路の北側溝付近には宇多

川の支流があり、

一条大路に沿って

東西方向に流れて

います。これも平

安京の北を限る外

堀と関係するかも

知れません。

一条橋

紙屋川（西堀河）
に架かる一条通の

橋が一条橋です。

西際にお土居があ

りました。

立会調査で一条橋の

西側付近から２基の

キリシタン墓碑が出

土しています。

成願寺

浄土宗の寺院で、天正
五年（1577）良雲が創建

しました。大正年間に境

内墓地からキリシタン墓

碑が発見されています。

一条通千本、北伊勢殿構町

江戸時代始め寛永十
四年（1637）の絵図

（右下）によれば、一

条通千本付近より南

西は「野畠」でした。

烏丸町･三条殿町･西今出川町･一観音町

千本通を渡ると、烏丸
町・三条殿町・西今出川

町・一観音町と続きます

が、『寛永十四年洛中絵

図』には町並みは見られません。絵図では「北

野土居松原」が東西に走り、一観音町あたりは

「野畠」あるいは「北野松原」となっています。

一条大路北側溝（北から）


